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	応用
	抗原情報
	背景
	DNA および RNA 結合タンパク質。いくつかの核プロセスに関与する。二本鎖 DNA の従来のオクタマー配列に結合します。また、二重鎖部位とは独立した部位で一本鎖 DNA および RNA にも結合します (類似性による)。おそらく SFPQ とのヘテロ二量体として、pre-mRNA スプライシングに関与する。DNA および RNA 結合タンパク質。いくつかの核プロセスに関与する。二本鎖 DNA の従来のオクタマー配列に結合します。また、二重鎖部位とは独立した部位で一本鎖 DNA および RNA にも結合します。おそらく SFPQ とのヘテロ二量体として、pre-mRNA スプライシングに関与する。U5 snRNA ステム 1b の 3' 側にあるプリンに富む配列に結合することにより、U5 snRNA と相互作用する。PSPC1 と共に、核パラスペックルの形成に必要。MATR3 に関連する SFPQ-NONO ヘテロSFPQ-NONOヘテロマーは、トポイソメラーゼI/TOP1の機能を調整することでDNAの巻き戻しに関与している可能性があります。SFPQ-NONOヘテロマーは、二本鎖切断修復とV(D)J組み換えに必要なDNA非相同末端結合（NHEJ）に関与し、対になったDNA末端を安定化させる可能性があります。in vitroでは、複合体はDNA末端結合を強く刺激し、DNA基質に直接結合し、Ku70/G22P1-Ku80/XRCC5（Ku）二量体と連携して機能的なプレライゲーション複合体を確立します。NONOは転写調節に関与しています。SFPQ-NONO-NR5A1複合体はCYP17プロモーターに結合し、基礎およびcAMP依存性の転写活性を調節します。NONOは、内因性の嚢内A粒子（IAP）の長い末端反復配列のエンハンサーエレメントに結合し、転写を活性化します。 CLOCK-ARNTL/BMAL1ヘテロダイマーの転写活性化因子活性を抑制することで概日時計を調節する。GABA作動性シナプスの機能的組織化に重要である。GABRA2転写産物の調節を介して、シナプスRNAおよびGPHN/ゲフィリン骨格構造の調節において特異的かつ重要な役割を果たす。TET1をゲノム座位にリクルートすることで5-ヒドロキシメチルシトシンレベルを調節し、神経分化において重要な役割を果たす。IRF3リン酸化のプラットフォームとして機能するHDP-RNP複合体を形成することで、DNAウイルス媒介性自然免疫応答の調節に関与する。この複合体はcGAS-STING経路を介して自然免疫応答を活性化する（PubMed:28712728）。
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	(1)MOLT4細胞溶解物、(2)NIH/3T3細胞溶解物、(3)PC12細胞溶解物におけるNONO/p54nrb発現のウエスタンブロット解析。

